










「
治
っ
た
か
ら
安
心
」
が
一
番
怖
い
！
前
ぶ
れ
症
状

　

そ
の
他
、
突
然
の
ふ
ら
つ
き
、
視
界
の
異
常
（
片
目
が
見
え
な
い
、

二
重
に
見
え
る
）
な
ど
も
危
険
な
サ
イ
ン
で
す
。
こ
れ
は
、
脳
梗
塞

に
な
る
前
に
、
一
時
的
に
症
状

が
出
て
、
数
分
〜
数
十
分
で
元

通
り
に
な
る
一
過
性
脳
虚
血
発

作
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
、

「
治
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
放

置
す
る
の
は
禁
物
で
す
。
こ
の

発
作
を
起
こ
し
た
人
の
約
２
割

が
、
３
ヶ
月
以
内
に
大
き
な
脳

梗
塞
を
発
症
す
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
が
す
ぐ
に
消
え
て
も
、

そ
れ
は
「
体
の
最
終
警
告
」
で

す
。
す
ぐ
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

【
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
向
け
て
】

　

何
度
も
言
い
ま
す
が
、
の
ど
が
渇
い
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。
渇

く
前
に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
習
慣
に
し
て
く
だ
さ
い
。
お
出
か
け

の
際
に
は
帽
子
や
日
傘
を
手
に
取
っ
た
り
、
涼
や
か
な
風
を
通
す
服

を
選
ん
だ
り
し
て
、
で
き
る
だ
け
体
温
の
上
昇
を
抑
え
る
対
策
を
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
自
分
や
家
族
の
「
い
つ
も
と
違
う
様
子
」

に
敏
感
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

監
修
：
小
栗
光
俊 

副
院
長
兼
循
環
器
内
科
主
任
部
長

　
　
　

山
下
史
匡 

脳
神
経
内
科
主
任
部
長

　

泌
尿
器
科
外
来
は
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
と
、
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
心
地
よ
い
環
境
を
目
指
し
、
装
い
も
新
た
に
拡
張
・
移
転
し

ま
し
た
。
近
年
、
高
齢
化
に
伴
い
多
く
の
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｈ
ｕ

ｇ
ｏ
」
の
導
入
や
医
師
の
充
足
に
よ
り
、
最
新
の
治
療
体
制
が
整
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
し
っ
か
り
と
お
応
え
し
、
皆
さ
ま
に
安

心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ゆ
と
り
あ
る
診
察
空
間
」「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
大
切
に
す
る
個
室
設
計
」「
ど
な
た
に
も
優
し
い
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
計
」
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た

「
身
体
の
機
能
」
を
回
復
さ
せ
、「
日
常
生
活
」
を
取
り
戻
す
た
め
の

診
療
科
で
す
。
単
に
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
っ
た
運
動
機
能

の
改
善
だ
け
で
な
く
、
食
事
、
着
替
え
、
会
話
、
そ
し
て
社
会
復
帰

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

誰
が
リ
ハ
ビ
リ
を
担
当
す
る
の

　

医
師
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
具
体
的
な
訓
練
を
担
当
し
ま
す
。

理
学
療
法
士 

（
PT
）：
歩
く
、
立
つ
、
座
る
と
い
っ
た
「
基
本

動
作
」
の
回
復
を
担
当

作
業
療
法
士（
OT
）：
食
事
、
入
浴
、
着
替
え
、
家
事
な
ど

「
日
常
生
活
の
動
作
」
を
担
当

言
語
聴
覚
士 

（
ST
）：
「
話
す
こ
と
（
言
葉
）」
や
、「
飲
み
込

み
（
嚥
下
）」
の
訓
練
を
担
当

ど
ん
な
時
に
受
診
す
る
の

　

脳
卒
中
な
ど
の
急
性
期
か
ら
、
骨
折
後
の
リ
ハ
ビ
リ
、
さ
ら
に
は

心
臓
や
呼
吸
器
の
病
気
、
が
ん
の
療
養
中
な
ど
、
対
象
は
非
常
に
幅

広
い
で
す
。

脳
血
管
疾
患
： 

脳
梗
塞
や
脳
出
血
に
よ
る
麻
痺
な
ど

運
動
器
疾
患
： 

骨
折
、
腰
痛
、
関
節
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

内
部
障
害
： 

心
不
全
や
呼
吸
不
全
に
よ
る
体
力
の
低
下
な
ど

老
年
期
： 

加
齢
に
伴
う
筋
力
の
衰
え
（
フ
レ
イ
ル
）
の
予
防

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
、「
病
気
を
治
す
こ
と
」
に
加
え
て

「
生
活
を
立
て
直
す
こ
と
」
に
重
点
を
置
い
た
診
療
科
で
す
。

泌
尿
器
科
外
来
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
す
る
仕
事
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一過性脳虚血発作（数分〜数十分で症状が治まる）

手や足に
力が入らない

循環器内科
ホームページ

心臓病センター
ホームページ

脳神経内科
ホームページ

脳卒中センター
ホームページ

片目が見えない
物が二重に見える

言葉をうまく話せない
ろれつが回らない

泌尿器科
ホームページ

リハビリテー
ション科
ホームページ



　

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
転
倒

に
よ
る
骨
折
、
そ
し
て
そ
れ
が
原

因
で
動
け
な
く
な
る
こ
と
は
、
今

も
昔
も
大
き
な
課
題
で
す
。
特

に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
（
日
本
全
国

に
一
千
万
人
以
上
で
女
性
が
多
く

を
占
め
る
）
に
よ
っ
て
、
軽
い
転

倒
で
も
脚
の
付
け
根
が
折
れ
て
し

ま
う
「
大
腿
骨
近
位
部
（
だ
い
た

い
こ
つ
き
ん
い
ぶ
）
骨
折
」
は
、

高
齢
者
の
自
立
を
阻
む
代
表
的
な

骨
折
で
す
。

　

か
つ
て
の
昭
和
の
時
代
に
は

「
転
倒
・
骨
折
＝
寝
た
き
り
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
の
現
代
、
医
療
は
大
き
く
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、「
古
い
骨
を
壊
し
、
新
し
い
骨
を
作
る
」
と
い

う
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ

ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
の
減

少
や
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
不
足
、
運
動
不
足
、
過

度
な
飲
酒
、
喫
煙
、
糖
尿
病

や
腎
臓
病
な
ど
の
病
気
に
関

連
し
て
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 骨

粗
し
ょ
う
症
と
骨
折

～
春
日
井
市
民
病
院
の
挑
戦
と
実
績
～

整
形
外
科
部
長
　
平
出
隆
将

①　

「
早
く
治
し
て
、
再
発
を
防
ぐ
」
が
世
界
の
常
識
に

現
在
、
世
界
中
で
「
超
早
期
の
診
断
・
手
術
」「
早
期
リ
ハ
ビ

リ
」「
再
骨
折
の
予
防
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
べ
た
令
和
元
年
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
約

81
歳
、
健
康
寿
命
は
約
73
歳
で
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
約

87
歳
、
健
康
寿
命
は
約
75
歳
と
な
っ
て
お
り
、
男
性
約
８

年
、
女
性
約
12
年
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
国
（
厚
生
労
働
省
）

も
令
和
４
年
度
か
ら
こ
れ
を
後
押
し
す
る
制
度
を
整
え
、
国
を

挙
げ
て
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

実
は
、
要
支
援
介
護
状
態
に
な
る
原
因
の
第
１
位
は
「
運
動
器

の
障
害
（
骨
折
や
関
節
の
病
気
）」
で
す
。
日
常
生
活
に
制
限

な
く
過
ご
せ
る
時
間
を
増
や
す
こ
と
は
、
現
代
医
療
の
使
命
と

言
え
ま
す
。

	

②　

当
院
の
実
績
：
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
治
療

令
和
５
年
度
に
401
名
の
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
、
そ
の
う
ち
93
％
に
あ
た
る
373
名
の
方
に
手
術
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で
５
番
目
（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
公
開
デ
ー
タ
）
と
い
う
非
常
に
高
い
実
績
で
す
。

　
　

�　

48
時
間
以
内
の
手
術
を
目
指
し
て

世
界
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
骨
折
後
48
時
間
以
内
の

手
術
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
原
則
と
し
て

早
期
手
術
を
行
い
、
約
55
％
の
方
に
こ
の
ス
ピ
ー
ド
対

応
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

�　

高
い
安
全
性
を
誇
る
手
術

手
術
に
は
「
骨
を
つ
な
ぐ
方
法
」
と
「
人
工
の
骨
に
換
え

る
方
法
（
人
工
骨
頭
置
換
術
）」
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院
の

合
併
症
（
ト
ラ
ブ
ル
）
発
生
率
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
平
均

値
よ
り
も
極
め
て
低
く
、
誇
れ
る
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

③　

「
チ
ー
ム
医
療
」
と
「
不
屈
の
体
制
」

　

高
齢
者
の
骨
折
治
療
に
は
、
医
師
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

な
ど
、
多
く
の
専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
院

で
は
多
職
種
が
密
に
連
携
し
、
一
人
の
患
者
さ
ん
を
多
角
的
に

支
え
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
「
患
者
さ
ん
へ
の
ベ
ス
ト
な
治
療
」

を
最
優
先
し
て
お
り
、
昨
今
の
９
連
休
と
な
っ
た
年
末
年
始
の

間
も
、
12
件
の
緊
急
手
術
を
行
い
、
地
域
住
民
皆
様
の
健
康

を
守
り
続
け
ま
し
た
。

④　

病
院
か
ら
地
域
へ
、
途
切
れ
な
い
ケ
ア

　

骨
折
の
治
療
は
手
術
を
し
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ

ハ
ビ
リ
や
骨
粗
し
ょ
う
症
の
継
続
的
な
治
療
に
は
長
い
時
間
が

か
か
り
ま
す
。	

当
院
で
の
急
性
期
治
療
の
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ

病
院
や
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
と
バ
ト
ン
を

つ
な
ぎ
、
春
日
井
市
医
師
会
と
協
力
し
て
地
域
全
体
で
み
な
さ

ん
を
支
え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

高
齢
者
の
骨
折
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、「
も
し
骨
折
し
て
も
、
こ
の
街
に
は
春
日
井
市
民

病
院
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」。
そ
う
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
責
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

6

整形外科
ホームページ

骨粗しょう症

・立った位置での転倒による骨折
（高所からの転落や交通事故による骨折とは異なる）

・脆い骨が骨折すること

＊関節疾患・骨折・転倒・脊損の合計

厚生労働省：令和4年国民生活基礎調査　資料より

脆弱性骨折
ぜいじゃくせい

女性 9 8 0 万人
正常骨

閉経に伴う
エストロゲン分泌低下に関与

骨粗しょう症とは

粗しょう骨

男性 3 0 0 万人

要支援・要介護となった原因
（令和４年）



皆さんに適切な医療を提供するための当院の診療に対する考え方をお知らせします

基本理念

診療を受ける皆さんの権利と守っていただく事項

基本方針
春日井市民病院は自治体病院として地域の医療にかかわる要望に誠実かつ不断に応えることを存立の意義とする。

春日井市民病院では診療を受ける皆さんと、私たち病院職員の双方が互いに尊敬し、信頼し、協力しあって、初めてよ
い医療の提供ができると考えています。
相互に信頼し協力しあって医療を行うために、私たち病院職員は皆さんに次に掲げる権利を約束するとともに、守って
いただく事項をお知らせします。
〔皆さんの権利〕

〔皆さんに守っていただく事項〕

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

3.

人権を尊重され、プライバシーを守られて診療を受けること

自分の病気や治療内容について、充分な説明を受けること

治療を選択する権利と、同意できない診療を拒否すること

診断や治療について、他の医療機関の医師の意見（セカンド・オピニオン）をきくこと

自らの意思を表明できない方も人権を尊重され適正な医療を受けること

自らの健康状態や治療中に生じた問題について病院職員に伝えること

院内では静粛を保ち、大声を発したりして他の方々に迷惑をかけないこと

医療費の請求を受けたときは、すみやかに支払うこと

発 行 春日井市民病院 　広報委員会（経営戦略室内）
〒486-8510 春日井市鷹来町１丁目１番地１　
TEL：0568-57-0057（代表）
https://www.hospital.kasugai.aichi. jp

発行日　令和8年5月

ホ ー ム ペ ー ジ

「これから先も春日井市民病院は安心できる医療機関であり続けられるでしょうか？」
もちろん、その質問に「あり続けられます」と答えます。

私たち春日井市民病院の約束は、患者さんや連携医療機関のニーズに沿った質の高い安全な医療サービスを効率的・
効果的に提供するとともに、感染症、自然災害、大火災、サイバーテロ攻撃などの緊急事態に遭遇した場合においても

医療の継続あるいは早期復旧を可能にするためのBCP（事業継続計画）を遂行できる体制を整えていくことです。
　この約束は、私たちに課せられた責任なのです。今もこれから先も永遠にこの約束を守り、皆さんが必要とする医療

を提供できる体制を維持していく、それが私たちの一番大切な使命です。

1.	

2.	

3.	

4.	

5.	

人権の尊重によって築かれる相互の信頼のもとに、医療を受けられる方の意思が反映された医療を行います。

正当な根拠に基づく良質で高水準の医療を効率的に行うために絶えず研鑽します。

急性期医療の拡充と専門医療の推進に努めます。

地域の基幹病院として、医療機関、介護サービス事業者、保健・福祉行政との連携を密にして地域完結型医療
を推進します。

公営企業として健全な経営に努めます。

Kasugai Municipal Hospital

春日井市民病院


